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第１０６回宇宙政策委員会・第３３回基本政策部会合同委員会 議事録 

 

 

１．日時：令和５年５月２６日（火） ９：００－１０：３０ 

 

２．場所：中央合同庁舎４号館共用１２０８特別会議室  

 

３．出席者 

（１）委員 

 ・宇宙政策委員会 

後藤委員長、遠藤委員、片岡委員、櫻井委員、篠原委員、白坂委員、 

鈴木委員 

・基本政策部会 

白坂部会長、石田委員、臼田委員、漆間委員、片岡委員、栗原委員、 

櫻井委員、篠原委員、中須賀委員、南委員 

（２）事務局 

  内閣府宇宙開発戦略推進事務局 

   河西事務局長、坂口審議官、滝澤参事官、加藤参事官、齊藤参事官、 

藤田参事官、上野参事官 

（３）関係省庁 

   内閣官房国家安全保障局：德永審議官 

   内閣官房内閣情報調査室内閣衛星情報センター管理部総務課：高橋課長 

   総務省国際戦略局宇宙通信政策課：小川課長 

   文部科学省大臣官房：永井審議官 

   文部科学省研究開発局宇宙開発利用課：上田課長 

   経済産業省大臣官房：恒藤審議官 

   防衛省防衛政策局：安藤次長 

 

４．議事（○：意見等） 

 

 

（１） 基幹ロケットについて 

 

 ＜文部科学省より説明＞ 

 

○鈴木部会長 ALOS-4を上げる場合は30形態でないといけないということなの

でしょうか。それとも、例えば24なり22なりという選択肢はあるのかどうかと

いうのだけ教えてください。 
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○文部科学省 30形態である必要は必ずしもなく、22形態でも打ち上げられる

という確認がなされています。 

○白坂部会長 ロジックといいますか、考え方は理解できます。この考え方で

いいと認識しております。１つだけ教えていただきたいのは、30形態でないと

打ち上げられない、今、計画上に乗っている衛星というものはどこになるのか

というのを知りたいのです。今のところ、補足で書いてくださっているものを

全部見る限り、ALOS-4も30でなくていいということであれば、書いていただい

たところは少なくとも全て22あるいは24で行けるという理解ですが、その後は

いかがでしょうか。 

○文部科学省 30形態も引き続きニーズがあると考えています。宇宙基本計画

工程表の直近のミッションは22形態、24形態ですけれども、それ以降、ただし、

具体的にどれがどれとは決まっていないのです。30形態のよさというのは、一

つは22、24に比べて比較的コスト優位性があるということ。また、太陽同期軌道

などに打ち上げる際を含めて、打ち上げ形態の柔軟性を確保するということも

ございまして、私ども文科省あるいはJAXA両方、30形態の開発は引き続き必要

と考えてございます。 

○白坂部会長 競争力の観点でも要ることは認識しておりますので、それは継

続はやめる必要はないと全く思っていまして、政府の計画上へのインパクトだ

けを確認するつもりでした。 

○遠藤委員 私も方針に賛同いたします。一点質問なのですけれども、文科省

と防衛省に絡むかもしれませんが、ＸバンドをH3で打ち上げようと判断するま

でに、多分空打ちで成功していなければならないと思うのですけれども、その

時期的なものというのはどの辺りになるのでしょうか。 

○文部科学省 まずは次の試験機２号機まで今回ペイロードも含めて計画を具

体化し、この方向性で進めたいと思います。これ以降、Ｘバンドも含め、様々な

国の衛星があるということは承知した上で、こちらをどういうふうに調整して

いくか、今後だと考えておりますので、私どもとしてはまずこの試験機２号機

の早期の再開が大事だと思っているところでございます。 

○防衛省  防衛省といたしましては、影響が最小限となるよう、整備に係る

スケジュールの見直しを適切に実施していきたいと考えているところでござい

ます。 

○篠原委員 非常にこのロケットの打ち上げは急ぎたいけれども、失敗はした

くないというはざまの中で御検討いただいたこと、非常に評価いたします。 

 このケース１、２等で比較されての10ページにあるペイロードを搭載する方

向性が適切ではないかというのは、非常に私もそう思いましたが、これはケー

ス３のような、多分説明がすごく難しいと思うのですけれども、ALOS-4ではな
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い、もうちょっと他の計画の衛星、もしくは飛び込みで完全なペイロードでは

ないけれども、実験衛星的な第２の衛星を乗っけてテストするというケース３

は全然論外なのでしょうか。 

○文部科学省 ロケットの準備作業は各種いろいろなものがございます。ペイ

ロード側の準備もございますが、ロケット側の準備もあるということで、幾つ

かあるのですけれども、一つは飛行経路をきちんと解析して、ミッション解析

といいますけれども、そういった解析作業を行って、きちんと打ち上げられる

か、あるいは落下予想区域も含めて安全性が確保できるかといったことがござ

います。これは、事前に海上警戒区域も上空警戒区域も設定する観点から、数か

月前ぐらいにはこういった申請準備もなされてなくてはいけない。その申請準

備の前にこういった解析作業も数か月かけて行わなくてはいけないということ

がございまして、全く違う衛星を乗せる場合は非常にこの解析作業に時間がか

かることになろうかと考えます。 

 一方で、今回、性能確認ペイロードを乗せるといったことでございますけれ

ども、飛行計画そのものはALOS-3と同様、すなわち太陽同期軌道に乗せていく

ことで考えていまして、この観点から言うと、全体的に短縮が可能、原因究明フ

ァクターを除いて最速での準備が可能な形態が今の形態と考えています。 

 また、その上でですけれども、重さ自体はALOS-3と全体は同じになるのです

が、一部を使ってピギーバック衛星を搭載する可能性については引き続き検討

していきたいと考えてございます。 

○篠原委員 最後のピギーバックのイメージは私もちょっとあったので、可能

であれば検討いただければと思います。 

○山川理事長 文部科学省からの回答のとおりなのでございますけれども、イ

プシロンに関しては原因究明がなされ、イプシロンＳに向けて、今、鋭意進めつ

つあるところでございます。 

 それから、H3に関しては引き続き原因究明をして、その上で水平展開まで早

めに持っていきたいと思っています。現在かなり絞られたところではございま

すけれども、もうしばらくお待ちいただければと思います。 

 

（２） 宇宙基本計画（案）と宇宙基本計画工程表（案）について 

 

＜事務局より説明＞ 

 

○中須賀委員 現状を見据えて、非常に前向きで世界と勝負していけるような

基本計画、工程表になったのではないかと思います。御尽力に感謝いたします。 

 私も基本政策部会、衛星開発・実証小委員会、産業基盤ワーキンググループの
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立場でいろいろ議論に参加させていただきました。今回は、具体的にどういう

ことをやっていくかということに特に注力して議論してきたなというイメージ

がございます。 

 それから、もう一点、何をいつまでにやるかということと、もう一つ大事なの

は、どういうやり方で進めていくか。この辺も随分先ほどの委員会で議論して

まいりました、例えば実証の回数をどんどん増やしてスピード感を持って対応

していくとか、それから、強い企業をどんどん力強く支援して、これが世界で勝

負していくようにするとか、幾つかそういったことがございます。そういった

ことも、ぜひどう進めるかということをやる中で常に見られるような、こうい

うことを議論したよねということが見られるような形で展開していただければ

と思うところでございます。 

 とにかく御苦労さまでした。これからいよいよインプリメンテーションを頑

張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○片岡委員 中須賀委員と同じような意見なのですけれども、本当に大変御苦

労さまでした。項目表と言って厳しい意見を言ったのですけれども、非常にい

い形で、５～６年ずっと見た中で、非常にいいパターンで整理をされたと。これ

でやっと工程表になった。 いい工程表なものですから、なかなかよくないと

ころも目立ちますので、それはできれば概算要求が済んで12月に向けてさらに

頑張っていただきたいなと。そうすれば、これは自分たちの工程表であるとと

もに、いろいろなこれからの我が国の宇宙政策の方向性みたいなものが各メー

カーなどもきちんと先見性を持って捉えることができると思いますので、ぜひ

引き続き頑張っていただきたいと思っています。 

 あとは、どうしてもこれからこの工程表を作ってスピード感というのが、や

はりスピードがないと負けてしまいますので、ぜひスピード感を持ってやって

いただきたいなと。 

 本当に各省庁、内閣府、局長をはじめ、若手の方が相当頑張ったと思いますの

で、本当に御苦労さまでした。引き続き12月に向けて頑張っていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

○栗原委員 今回、宇宙基本計画について、パブリックコメントを踏まえて若

干修正をしていただいたということですが、パブリックコメントにおいても前

向きなコメントが多かったようで、この議論に加わった人だけではなく、受け

止めもよかったのではないかと思います。 

 今回の宇宙基本計画の中に、言葉として、スペース・トランスフォーメーショ

ンという言葉を入れていただいた。これにより、官民合わせた気運醸成に繋が

り、あるいはこの言葉は民間においても共通のキーワードになっていくのでは

ないかと思いますので、これを契機にさらに気運醸成を進めていただきたいと
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思います。 

 工程表についてですが、これからブラッシュアップは一部ありますけれども、

今回基本計画に合わせて、かなり変わり、具体的な４つのアプローチに沿った

再整理と対応関係を明示していただいたことは大変意義深いと思います。各施

策が政策の中でどう位置づけられているかということを点検しながら進めてい

ただきたいと思います。 

 まさに宇宙だけなのです、工程表が全省庁横断的に一つにまとまって進めて

いるのは。これは非常に分かりやすいですし、いろいろな連携がないと進まな

いプロジェクトだと思いますので、ぜひこれを皆さんでブラッシュアップし、

時点時点でチェックしながら進めていけるようなものにしていけたらなと思い

ます。 

○鈴木部会長 既に皆様もおっしゃられたとおりだと思うのですけれども、や

はりこれだけの基本計画、工程表を作成された皆様の御尽力に大変感謝いたし

ます。 

 今回、工程表の中で文言のところで基本計画からの抜粋というのが入ったと

いうのは、非常に重要なことだと思っております。これまで工程表というのは

何となく工程表だけが独り歩きするというか、浮いている感じがなきにしもあ

らずだったのですが、これがきちんと基本計画の中にアンカーされているとい

うことで、いわゆる5W1Hの誰が何をいつまでにやるのかということがはっきり

するだけではなくて、どうやってやるのかというところも基本計画とのつなが

りで出てきた。その中で、やはり5W1Hの中で言うと、やはりなぜそれをやるのか

というところの説明が、基本計画の中では前文というか１ポツ、２ポツのとこ

ろで環境認識と目標という設定があるのですが、それと具体的なプログラムと

のリンクをどうやって強めていくのか。ないわけではないのですが、やはりそ

こをもう少し、工程表と基本計画を結びつけたように、なぜそれをやるのかと

いうことと具体的なプログラムということが結びつくような方向性を、今回の

基本計画はこれでいいと思うのですけれども、将来的にそうしたものをよりは

っきりと出せるようなプレゼンテーションになっていければなという期待をし

ております。 

○篠原委員 非常に多方面の意見を１か所にまとめていただいて、本当に御苦

労さまでした。非常にすばらしいものができたと思っているのですが、これは

私の中ではスタートだと思っていまして、ここから先の運用をなるべく柔軟に、

例えば10年たてば多分世界は変わっていますので、これで10年後までずっと行

ってしまわれるのもなんだと思いますし、今日の前半みたいな負の要因もある

かもしれませんので、ぜひ運用は柔軟にやっていただきたいと。その背後にあ

るのは、私の経験上、この国の人たちはロードマップをつくると安心するので
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す。ロードマップがあるから、そのとおりやれば世界はそうなるみたいな質問

をよく学会や一般講演でやたらと受けまして、ネタにしているのですが、未来

は自分でつくれと。そのほうが手っ取り早いという心構えをなかなかこの国の

人たちは持ちにくい印象があるので、これにこだわりすぎないように、運用面

でぜひ適宜やっていただければと本当に思います。お疲れさまでした。 

○遠藤委員 皆様と同じくですが、本当にお疲れさまでございました。各省の

御尽力と内閣府の事務局の皆様の御尽力に本当に敬意を表したいと思います。 

 矢羽の中の括弧につきましては、極めてすばらしいと思います。こうやって

内側で必ず時限を切っていくという方向性で進めていただきたいと思いますし、

中には新しい省庁がこの中に参加してきているという赤字があります。これも

非常によいことだと思いました。 

 準天頂のところですが、よくぞ11機体制ということをここの中に入れられた

なと。すばらしい成果だと思っていますが、ここに検討と書いてありますので、

この検討を外すことがまず大事だと思っていますし、この矢印が内側に寄って

いくということを次の計画の中で必ず達成したいと強く思った次第でございま

す。 

○石田委員 ここまでの取りまとめ、本当にありがとうございました。 

 私もいろいろ議論に参加させていただいて、非常に印象的だったのが、今回、

今日も御参加いただいている各省の横連携が非常にこの議論の中で取れてきた

基本計画だなと思っておりまして、本当に政府を挙げた一つの大きな計画にな

ったのかなと思っています。そういう意味で、これから概算要求と併せて工程

表の具体化をしていく中で、ぜひ横連携が、この結束力が維持されるように、ぜ

ひこれからもしていただければなと思いますし、そういったことを委員会等で

もサポートできればいいのかなと思っております。 

 もう一点、やはり今後の宇宙政策を考えると、国際連携というのがどんどん

重要になってくると思いますので、計画をつくる、実行するのと同じぐらい、や

はり国際社会に日本のスタンスを発信するというのがより重要になってくるか

なと思いますので、政府レベル、JAXAさんあるいは産業界それぞれがそれぞれ

のコミュニティーで日本の考え、スタンスというのを明確にしていくことが大

事かなと思うので、ぜひそれも実行の中で発言というのもできればと思ってお

ります。 

○漆間委員 各委員の皆様方が御発言されたとおりだと思います。この中で基

本スタンスがはっきりとされて、内閣府を中心に各省庁が連携されながら資料

が出来上がってきたということでございます。その中で、具体的なアプローチ

がまたはっきりと書かれているということが非常に分かりやすくなったのだと

思います。この中で、予算措置が行われないと実行できていかないというもの
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と、それから、矢羽根は今年度からスタートした状態になっていますので、例え

ば契約制度の問題ですとか予算措置がなくても今からでも進められるというよ

うなものもこの中にはいろいろと含まれていると思いますので、その辺を優先

順位をつけながら、今から取組ができるものについてはぜひ実行も具体的に進

めていただければと思います。 

○南委員 工程表の取りまとめ、本当に広範囲なところ、お疲れさまです。本当

にありがとうございます。今までのものより小項目が入ってきて、分かりやす

くなってきたと思います。 

 次のステップとしてですが、篠原委員もおっしゃりましたが、運用していく

ことが非常に大事だと思っていまして、以前の議論でなかなか部外から見てい

る私のほうで理解が難しかった点として、毎年毎年計画が順調に進んでいるの

かどうなのか、遅れがあるのかというところが下の文章のほうに今後改訂して

いくときに出てくるかと思うのですが、そういったことを分かりやすくしてい

ただき、フレキシブルにこの工程表の議論ができるようになるといいと思いま

す。 

○白坂部会長 まずは今回この基本計画、工程表の改訂、本当にお疲れさまで

した。ありがとうございます。事務局の方、あとは本当に各省の方々にも大変時

間をお使いいただき、連携していただき、すごくいいものができたかなと思っ

ています。中身のよさも今まで皆さんがおっしゃってくださったので、同じこ

とを言うのは繰り返すようになりますけれども、パブリックコメントの段階で

もいろいろな人からコメントを受けております。前向きにコメントをくださっ

ている方がすごく多くて、すごく分かりやすくいいものになったのではないか

という意見をたくさんいただきました。 

 特に今回、幾つも工夫をこれまでと違うところでされています。もちろんこ

れまでの工程表も苦労しながら作ってきたのもずっと見ておりますので、やは

りこれまでの努力の上にさらなる工夫が加わってきて、本当にすごくよくなっ

てきたと思っています。ですので、今回は確かに大まかな矢羽根のままのもの

もたくさんありますけれども、それを埋めなくてはいけないというか分割しな

くてはいけないのだということを認識できるところまで来ていることも既に新

しいことかと思っていますし、その段階のときに、この基本的スタンスという

ものをちゃんと加味しながら分割していかなくてはいけない、具体化していか

なくてはいけないのだというこれからの進め方の中心になりそうなこともちゃ

んと議論ができて明確化されたかなと思っています。基本計画、工程表はいつ

もすごい時間をかけて作るわりには意外と早く改訂をしなくてはいけないタイ

ミングが毎回来ていまして、これもそんなに長い間は持たないかもしれないな

と思ったときに、やり方の確立が一つできたということと、本当に先ほど石田
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さんが言われたとおり、各府省がすごく連携ができて、これだけいいものがで

きるのだということが分かったということは大きな成果かなと思っております。 

 実行上はまだまだやらなければいけないことも中を見ると本当はたくさん書

いてありまして、これからやらなくてはいけないこともすごく多いなと思いな

がらも、まずはやはりここまでいいものができたということに対して感謝をし

たいと思います。本当にお疲れさまでした。 

○櫻井委員 宇宙基本計画もそうですし、工程表もそうですけれども、ここの

行政は文章が上手。表現力があるということだと思います。 

 問題は、実質といいますか、行政の緊密度がまさに問題だと思います。言葉が

足りない行政というのはたくさんあって、十分な自己表現ができないのが大半

で、それの逆なのだけれども、フロンティア分野なので、まずは言葉で引っ張っ

ていくという側面もあるのかと思っております。 

 それから、パブコメなのですけれども、基本的に賛同意見が多かったと言う

のだけれども、これも大半の行政はむしろそうではないのです。何をやっても

褒めてもらえない。そういう中で行政は苦しみながら進んでいるところも多く、

宇宙政策自体が成熟性を増してくると、いろいろな利害関係者がいて、いろい

ろと相反する状況というのが出てくるので、今後、これから宇宙政策というも

のが１段、２段成熟していくということが大きな課題なのだろうと考えており

ます。 

 そういうことで、まずは最初の段階でこういうものができたということにつ

いてはよろしかったと思いますし、今後に期待をしたいと思います。 

○後藤委員長 僕のほうから１点質問なのだけれども、パブコメについて400件

意見をいただいたということですが、意見をいただいた方の属性というか、ど

ういう方がこういった意見を寄せられているのか、そこについて説明をしてく

ださい。 

○滝澤参事官 会社の方がこれぐらいとか業界の方がこれぐらいというのは事

務局的にまだ整理ができておりません。恐らくそこまで細かな話は分からない

のではないかと思います。 

○後藤委員長 しかしながら、少なくとも宇宙に関心を持っている国民の方が

フェアな立場で書いているということは間違いないわけですよね。 

○滝澤参事官 そこはおっしゃるとおりだと思います。 

○櫻井委員 違うと思います。私が知る限りパブコメの実態は大体そういうも

のではないです。基本的に宇宙の話は夢っぽいところがあるので、利害関係者

でない方もあるいは書いているかもしれないし、個人で書いていらっしゃる方

もいるかもしれませんが、基本的にはどうですかね。インナーの人が多いとい

うのが一般的な印象でありますので、そこは分析をしないと分からないのでは
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ないかな。 

○後藤委員長 しかし、インナーの人が多いのは僕は当然だと思うのだけれど

も、そういう中で今までに比べて賛同の声が大きかったと。今回の基本計画案

について皆さんコメントしていただいているように、かなり今までの基本計画

あるいは工程表に比べて充実しているというのは間違いないだろうから、そこ

のところの評価は適正な評価と考えていいのかなと思っているのだけれども。 

○櫻井委員 表現ぶりのところは特段の問題はないと思っております。 

○後藤委員長 委員の皆様におかれましては、本日も様々な観点から御議論、

御意見をいただきましてありがとうございました。 

 基本計画案と行程表案につきましては、皆さんのコメントにもありましたよ

うに、今回大変いろいろな御意見をいただいて、そして、今回の計画案と工程表

案にまとまったわけであります。内容的にも非常に充実している内容だと思い

ます。この間の委員の皆さんの非常に御熱心な御議論、それから、関係府省の皆

さんの大変な努力に対して心から感謝申し上げます。 

 それでは、今後、政府・与党プロセスに進んでいくことになります。この点に

ついてはよろしいですか。 

（首肯する委員あり） 

○後藤委員長 ありがとうございます。それでは、原案どおり了承いたします。 

 それでは、本日の合同会議の議題は以上であります。 

 事務局からコメントがあればどうぞ。 

○滝澤参事官 本日も貴重な意見、それから、多数お褒めの言葉を頂戴しまし

て、本当にどうもありがとうございました。お言葉を励みに引き続き、実施のと

ころが大事でございますので、関係省庁の皆様がこの御議論いただきました宇

宙基本計画をしっかりと実現していくために、事務局一同頑張ってまいりたい

と思っております。 

 宇宙基本計画案、宇宙基本計画工程表の案につきましての御審議、誠にあり

がとうございました。 

 これをもちまして、基本政策部会との合同の会議を終わらせていただきたい

と思います。本当にどうもありがとうございました。 

 それでは、大変恐縮でございますけれども、基本政策部会の委員の皆様方に

おかれましては、御退室をよろしくお願い申し上げます。 

○後藤委員長 それでは、本当に本日は御苦労さまでした。ありがとうござい

ます。 

 

（３）事務局より、資料３－１、３－２に基づき、宇宙安全保障構想（案）につ

いての説明を行った。委員から以下のような意見があった。 
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○鈴木部会長 アーキテクチャのところです。特に資料３－２で言いますと９

ページの一番最初の行なのですが、軌道上サービスの話について、今の御説明

では、また、この９ページにおいては、SDAの長期的・経済的運用に資するため

という限定で説明がありますけれども、現時点ではそれが主たる目的として検

討していくということでよろしいと思うのですが、将来的にはこの軌道上サー

ビスの技術というのはより広範な汎用性のある技術になると思いますので、我

が国の産業競争力ですとか様々な衛星の競争力機能の向上ということに資する

ものであるということを留意しておきたいと思ってコメントさせていただきま

す。 

○片岡委員 まずもって、本当に御苦労さまでした。これからどうやって宇宙

を利用して、どうやって宇宙の安定化に貢献していくかというのを、基本的に

そのものを一枚にアーキテクチャという形できちんと整備をしたので、これを

見ればこういう方向に安全保障の宇宙の整備を進めていくということで、非常

に大きな一歩だと思っています。本当に御苦労さまでした。 

 それと、これから宇宙においては多国間協力がベースですので、そういう意

味で、この中でCombined Space Operations Initiativeのほうに参加を目指す

ということはまた大きな一歩だと思いますので、引き続き御尽力をいただきた

いと思っております。 

 何とかコメントですけれども、一つは、今回のものは構想になっていますの

で、本来だったら、戦略であったら戦略における原則的な事項、宇宙におけるア

ーキテクチャを整備した。それをどうやって宇宙領域で行動していくのかと。

行動の原則みたいなところです。多国間協力における原則、それから、宇宙にお

ける行動の原則みたいなところを本来であれば書いておく必要があるのです。

宇宙安全保障構想は内閣府のマターではないような気もしますので、今後、自

衛権のことも含めて、政府全体としてやっていく必要があるのかなと思ってい

ます。 

 それと一点、これは政府のほうで既にやっていると思いますけれども、これ

が多国間協力をやると、サイバーセキュリティ、それから、セキュリティクリア

ランスの話がどうしても出てきますので、そのクリアランスをきちんとやって

いかないと多国間協力がうまく進まないということがございますので、引き続

きその点については頑張っていただきたいと思っています。 

 最後ですけれども、今回、安全保障構想ができましたので、これをアーキテク

チャをどうやって進めていくかというのをより具体的に工程表のほうに反映し

ていただければと思いますので、ぜひ12月を目指して頑張っていただきたいと

思っています。 
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 本当に構想御苦労さまでした。非常にいい形になっていると思います。 

○加藤参事官 まず、宇宙安全保障構想につきましては、国家安全保障戦略に

示される政策的課題を具体化するというような枠の中でやっておりますので、

最初に御指摘がありました、本来戦略であれば多国間協力の原則であるとか行

動原則みたいなのを書くべきではないかというようなことでございますが、そ

こは枠の中でやっているということで御理解いただければと思っております。 

 それから、サイバーセキュリティですとかセキュリティクリアランスの問題

は非常に重要な問題であるということは重々認識しておりまして、極めて簡単

にではございますけれども、本文の６ページ目の頭のほうに、安全保障のため

のアーキテクチャが備えるべき要件ということで、簡潔ではございますけれど

も、サイバーセキュリティ・情報保全といった記載をしてございますが、当然な

がら、政府全体の動きなども踏まえながらも、宇宙に関してこういったところ

をきちんとやっていかなければ多国間協力はできないという御指摘もおっしゃ

るとおりですので、そこは引き続きしっかりと取り組んでまいります。 

 それから、アーキテクチャを具体化するという点で工程表をしっかりという

のは御指摘のとおりでございまして、そこは構想には必ずしも事業計画的なも

のは書かないで、国家安保戦略と宇宙基本計画、工程表をつなぐものとして、そ

の基本的な考え方みたいなものを示すものとして作成しようとしているもので

ございますので、ちょっと性質が異なるのですけれども、工程表のほうもしっ

かり進めてまいりたいと思っております。 

○山川理事長 まずは、宇宙安全保障構想を策定いただきましてありがとうご

ざいます。個人的に極めて重要なものだと思っております。 

 まず、JAXAの役割の強化と書いていただきましてありがとうございます。し

っかり皆様とともに進めていきたいと思います。 

 私からこの後申し上げることは、JAXAの立場を越えて発言させていただきま

すけれども、今回３つのアプローチと具体的なアーキテクチャという形で一枚

紙でお示しいただいていて、非常に分かりやすくなっているのですけれども、

なぜこういったアーキテクチャになったのかということを考える上でも、具体

的にどのように運用していくのかと。先ほど片岡委員からは行動原則という話

がありましたけれども、どのようにこれらを使って運用していくのか、特に米

国あるいは同盟国・同志国とともに運用していくに当たって、我が国として備

えるべきものは何なのかということが恐らく具体的な運用構想の中でもう少し

はっきり示されていくのではないかと想像いたしますので、３つのアプローチ

とアーキテクチャの間の部分がすごく重要になるのではないか認識しておりま

す 

 それから、既にコメントがございましたけれども、私の中ではCSpO （Combined 
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Space Operations)に加盟していくということは極めて重要だと思っておりま

して、これはそもそも我が国の宇宙安全保障能力の最大化という観点もござい

ますし、全体的に多国間の中でいかに我が国のシステムを効率化していくのか、

効率的に取り組んでいくのかというところで、CSpOに加盟することがその先鞭

をつけていくということになっていくと思っております。よって、CSpOあるい

は机上演習等に取り組んでいくことによって具体的な運用、それが最適なアー

キテクチャにつながっていくのではないかと思います。 

○白坂部会長 まず、この宇宙安全保障構想をつくっていただき、本当にあり

がとうございます。すごく大切な文書が出来上がってきたなと認識しておりま

す。 

 一つ、これは質問なのですけれども、これで宇宙に係る文書がまた増えたと

いうことがあったときに、どこかにどう関わっているのかというのが何か一枚

紙で外の人たちが分かるようになっていない。我々は中身をずっと知っていて

議論しているので、もちろんここに書いてあるのは目標と将来像のところ、宇

宙基本計画ではこんなところに入ってきていてみたいなことのイメージはもち

ろんすぐに湧くわけですけれども、一方で、外から見た人たちが文書間の関係

性はどうなっているのだろうみたいなことが、何かまとまっているものはどち

らかにあるのでしたかというのが質問になります。 

○加藤参事官 白坂先生の御質問につきましてですが、どういう関係になって

いるかというものをすっきりとまとまった一枚紙みたいなものはまだできては

おりません。他方で、先ほどの基本計画でもございますけれども、要は国家安保

戦略を受けまして、基本計画に向けてその間をつなぐ文書としてこの宇宙安全

保障構想というのをつくっておりますので、その旨は簡単にはそれぞれの文章

の中には記載してございますが、より一般の方にも御理解いただきやすく、何

かしら説明ぶりとかあるいは文章とかを考えておきたいとは思います。 

○白坂部会長 質問をさせていただいたのは、これだけを別で独り歩きさせて、

こちらと基本計画とか工程表との関係性がごちゃごちゃにならないようにする

のがいいかなと思いまして、これはすごく重要な役割を担っているのはもちろ

ん認識しておりますし、これからも多分ずっと重要な位置づけで存在し続けて

いくのだろうなと思ったときに、何となくそういった位置づけが明確になって

いたほうが、後任の方々からも分かりやすいですし、外から見ても分かりやす

いかなと思いまして質問させていただきました。 

○篠原委員 本日のこの安全保障構想については、まとめていただいてすばら

しいなというコメントなのですが、白坂先生のコメントに近く、かつちょっと

話が大きくなるかもしれませんが、宇宙基本計画も安全保障の話が今一番に来

ましたよね。逆にコンタミを起こして、宇宙という政策がこちらに引きずられ
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るのはちょっとどうかなと前々から思っておりまして、それは例えば学術の世

界ですとか、民間の交流の世界ですとか、もしかしたら国際宇宙ステーション

のようなものもあるかもしれませんし、同志国・同盟国がそれ以外とあまりや

らないみたいな雰囲気を最近大学でも感じておりまして、宇宙というものはも

っと幅広いものであるべきで、場合によってはそういう幅広い協力、多国間協

力もあるはずですので、最近、政策委員会はこの話題がやたらと多いので、私た

ちも気持ち引きずられかけているのですが、宇宙というのはある程度もっと大

きな枠組みがあって、その中の安全保障であって、それ以外の宇宙もたくさん

あるのだということを、どこにどう書けという話ではないのですが、内閣府宇

宙政策としてはぜひ肝に銘じておいていって進めたいなと思っております。 

○櫻井委員 今のお二方の議論と関わると思うのですけれども、こちらの宇宙

基本計画のほうの４ページ目に宇宙安全保障構想の赤字で付け加えたところが

ありますよね。この文章は主語が書いていないのですが、そこはどういうふう

に書きますか。日本語としては少しおかしいので、直したほうがいいと思いま

す。21行目の赤字のところです。「新たに宇宙安全保障構想を策定し」というの

は誰が策定したのかというところを正確に書かないとまずいのではないですか。 

○河西局長 策定主体は宇宙開発戦略本部決定になりますので、この紙は事務

局と今日なっておりますけれども、宇宙開発戦略本部ということになります。

したがいまして、ここは日本語の不分明なところでありますが、「明らかにし

た」というのは宇宙開発戦略本部ということに、基本計画は閣議決定ですから、

宇宙戦略本部が明らかにしたということなのですかね。そこにおいて決定した

とか、そういうのが確かに正確ということかもしれません。失礼しました。これ

は閣議決定なので政府全体、構想のほうは閣議決定ではなくて開発本部でござ

いますので、それが分かりやすいような形で表記をそれだけ修正させていただ

くようにいたします。 

○遠藤委員 すばらしいものができたと感じております。私にとりましては、

やはり宇宙の中で安全保障は一丁目一番地だと思っていますし、民間技術を率

いていくのもやはり安全保障だと思っておりますので、こういうものができて

きて認知されるということは非常に重要だと思っています。 

 １点だけ質問で、さっき御説明の中で、７ページの重要技術の自律性の確保

の御説明の中に宇宙に関連する技術をピックアップして宇宙技術戦略をという

御解説があったと思うのですが、これはまた別途宇宙技術戦略みたいなものを

練る御準備があるという理解でよろしいのでしょうか。そうだとすると、それ

はまたすばらしいことだと思っております。 

○滝澤参事官 基本計画の今回の目玉の一つが技術戦略でございまして、安全

保障の文脈ももちろんそうですけれども、篠原先生がおっしゃったように普通
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の知の探求みたいな話も含めて、宇宙は非常に幅広うございます。こちらは両

方横にらみで、しっかり関係省庁の皆さんと何が本当に求められるのか、その

中で共通部分もたくさんございますので、限られた予算をしっかりと効率に使

えるように、オール霞ヶ関、そして、民間の皆さんも含めて、国全体として効率

的にしっかりと研究開発を進めていくための戦略というのをつくっていこうと

いうことで、今回の基本計画の大きな柱の一つということでこれからしっかり

と準備を進めてまいりたいと思っております。 

○遠藤委員 時期としてはどのぐらいのイメージなのでしょうか。 

○滝澤参事官 鋭意作業中なのですけれども、少なくとも来年度概算要求に向

けて何がしかの、完璧なものはないかもしれませんが、どういうものに取り組

む方向性みたいなことができるといいなと思っております。 

○後藤委員長 要するに関係省庁を巻き込んでかなり議論していると。そうい

う意味では、縦割りではなくて非常に横断的な議論ができている。宇宙基本計

画も今回そういう評価がかなりあったと思うのだけれども、やはりそういうプ

ロセスは非常に大事だと思います。 

○滝澤参事官 こういうプロセスを始めること自体も一つの技術戦略を作る目

的でございましたので、関係省庁の皆さんと腹を割って議論を始められている

ということは大変うれしいことだと思っております。 

○後藤委員長 それでは、委員の皆様におかれては、本日も様々な観点から御

議論ありがとうございました。 

 安保構想案につきましては、これまでの議論に沿った内容になっていると思

います。今後、政府・与党プロセスに進んでいくことになります。この点につい

てはよろしいでしょうか。 

（首肯する委員あり） 

○後藤委員長 ありがとうございます。それでは、原案どおり了承いたします。 

 それでは、事務局のほうで何かあればお願いします。 

○滝澤参事官 本日も早朝から基本計画、工程表、そして、構想ということで御

議論いただきまして、どうもありがとうございました。昨年の夏から極めてタ

イトなスケジュールの中、お時間を御多忙の中頂戴いたしまして、本当にあり

がとうございます。 

○後藤委員長 それでは、本日の委員会はこれで閉会いたします。 

 

以上 




